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１．研究計画の概要 
(1) 新しい世界史である「グローバルヒスト
リー」をアジア・日本の視点から第一次史料
に基づいて構築するために、史料収集を行う
とともに。意見交換のためのセミナー、ワー
クショップを定期的に開催する。 
①「長期の 18 世紀」研究班を組織する。 
②20 世紀研究班を組織する。 

(2) 世界の学会と相互協力の舞台として、ア
ジアの世界史研究者の協力を得て、「アジア
世 界 史 学 会 」 (Association of World 
Historians: AAWH)を設立する。 
(3) 各種国際学会で研究成果を発表するとと
もに、英文論集と日本語学術書の刊行をめざ
す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 2009 年５月に大阪大学において、AAWH
第一回設立国際会議を開催し、会員数約 300
名の AAWH を正式に設立した。2010 年 3 月
まで事務局を大阪大学に置き、CD-Rom の会
議 Proceedings を刊行した。 
(2) 近年の広域比較経済史の研究成果が集中
する近世を研究対象とする「長期の 18 世紀」
班では、特に、海域アジア世界の経済発展と
変容に着目し、アジアの主要な港市（マドラ
ス・シンガポール・バンテン・広東・長崎等）
とその後背地の経済的つながりを重視し、そ
れら港市から輸出された主要物産がもたら
した経済的連鎖と影響を commodity chains
の概念を中心に明らかにした。 
(3) 20 世紀研究班は、20 世紀末の 1980 年代
から顕在化した「東アジアの経済的再興」の
歴史的起源を考察した。特に、長期的要因と
しては労働集約的な「東アジア経済発展径

路」論を、中期的な要因としては、1950－60
年代に日本を含めた東アジアで成立した、経
済発展志向型の社会・国家体制である「開発
主義」(developmentalism)と工業化との関連
性を重視した。また、冷戦体制と並行して競
争的に展開された国際経済援助計画との関
連性についても、第一次史料に基づいて研究
を進めた。 
(3) イギリスのロンドン大学ＬＳＥ経済史学
科、ケンブリッジ大学、インドのネルー大学
高等研究所、アメリカのピッツバーグ大学世
界史研究所、韓国の梨花女子大学グローバル
ヒストリー研究所等と共同研究を進めた。そ
の成果は、国際経済史学会（2009 年）、国際
歴史学会（2010 年）、アジア研究学会（2011
年）等で発表した。 
(4) オランダの出版社 Brill から英文論集
Asian Port Cities and Hinterlands in the 
Long 18th Century を出版する準備を進めて
いる。日本語論集についても、名古屋大学出
版会との交渉を開始した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
上記の２．で記したように、普段のセミナー
やワークショップでの研究成果の国際的な
情報発信（学会発表）は計画通り行い、その
評価はおおむね好評である。また、「長期の
18 世紀班」は研究終了時までに英文論集を海
外の出版社より刊行できる見込みである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 「長期の 18 世紀」と「20 世紀」の二つ
の研究班相互の協力関係をさらに緊密に強



化する必要がある。具体的な方策として、両
班で共同して検討すべき課題として、19世紀
世界の再検討が残されている。従来、ヨーロ
ッパの世紀であると解釈されてきた 19 世紀
世界を、アジアの観点から再考し、現代世界
の歴史的起源をさらに解明する課題が残る。 
(2) 2012 年 3月末の研究終了時までに、日本
語論集の原稿を確保する。その原稿について
は、さらに検討・修正を加えて、2012 年 9 月
末までに出版用原稿として仕上げて出版社
に引き渡す予定である。最終年度は、相互の
執筆分担箇所の相互検証とその接合を集中
的に検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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